
１２　教育課程表

前期 後期 必修 選択

1 ○ 1 30 学科教員　ほか 　１単位修得

1 ○ 1 30 中石

1 ○ 1 30 中石

1 ○ 1 30 中石

1 ○ 1 30 中石

1 ○ 2 30 小川仁 　３単位以上修得

1 ○ 1 30 小川仁

1～4 ○ ○ 1 30 小川仁 　前期・後期いずれか履修

1 ○ 1 30 辻 　１単位以上修得

2～4 ○ 1 平成31年度は開講しない

1 ○ 2 30 辻 平成31年度のみ前期開講

1 ○ 2 30 原田淳 　２単位以上修得

2 ○ 2 30 原田淳，魚谷

2・3 2 60 岡本弘，岡田玄，和田，冨田哲

3・4 ○ 2 30 岡田高，日高，村上恵

1～4 ○ 2 30 小川吉 　２単位以上修得

1～4 ○ 2 30 小川吉

1～4 ○ 2 30 向居

1～4 ○ 2 30 小平

1～4 ○ 2 30 西本寮，高松

1～4 ○ 2 30 藤井宣

1～4 ○ 2 30 小川俊，高松

2～4 ○ 2 30 岡田高 　２単位以上修得

1～4 ○ 2 30 岡田高

1～4 ○ 2 30 (中嶋)

1～4 ○ 2 30 澤田千

2～4 ○ 2 30 岡田高

1～4 ○ 2 30 上水流

1～4 ○ 2 30 冨田哲 　２単位以上修得

1～4 ○ 2 30 冨田哲

1～4 ○ 2 30 大竹

1～4 ○ 2 30 長尾

1～4 ○ 2 30 岡田玄

1～4 ○ 2 30 (吉冨)

2～4 ○ ○ 2 30 各担当教員

1～4 ○ 2 30 上水流，岡田高，笹倉 　２単位以上修得

1～4 ○ 2 30 五條ほか 　

2～4 ○ 2 30 五條，広谷

1～4 ○ 2 30 手島

2～4 ○ 2 30 栁川，五條

1～4 ○ 2 30 栁川，五條

1～4 ○ 2 30 (ウェバー)，大知，西本寮，馬本

1～4 認定 認定 2 30 吉本，岡本弘

1～4 認定 認定 2 30 吉本，岡本弘

1 ○ 1 30 (モーシャー)，(チャップマン)，(スティチェック)

1 ○ 1 30 天野，(黒住)，(高橋渡)，栗原

1 ○ 1 30 (スティチェック),(モーシャー)，(チャップマン)

1 ○ 1 30 (黒住)，(山中)，吉本

2 ○ 1 30 (リー)，(チャップマン)，(スティチェック)

2 ○ 1 30 (波多野)，(山中)，(西原)，吉本

2 ○ 1 30 (カゼミ)，(チャップマン)，(スティチェック)

2 ○ 1 30 ローゼン，(高橋渡)，天野，船津晶，栗原

1 ○ 1 30 (津坂),(徐) 　12単位以上修得。

1 ○ 1 30 (袁) 　ただし，英語，中国語

1 ○ 1 30 (津坂),(徐) 　及び韓国・朝鮮語から

1 ○ 1 30 (袁) 　1言語8単位，並びに

2 ○ 1 30 (袁) 　その他の4言語から

2 ○ 1 30 侯 　1言語4単位修得。

2 ○ 1 30 (袁) 　留学生は「全学共通

2 ○ 1 30 侯 　教育科目・日本語」を

1 ○ 1 30 鄭遇，(金) 　第二外国語４単位と

1 ○ 1 30 鄭銀 　することができる。

1 ○ 1 30 鄭遇，(金)

1 ○ 1 30 鄭銀

2 ○ 1 30 (金)

2 ○ 1 30 鄭遇

2 ○ 1 30 (金)

2 ○ 1 30 鄭遇

1 ○ 1 30 (小田)

1 ○ 1 30 (小田)

2 ○ 1 30 (小田)

2 ○ 1 30 (小田)

1 ○ 1 30 (渡部)

1 ○ 1 30 (渡部)

2 ○ 1 30 (渡部)

2 ○ 1 30 (渡部)

2 ○ 1 30 西本寮

2 ○ 1 30 西本寮

中国語Ⅷ

韓国・朝鮮語Ⅰ

韓国・朝鮮語Ⅱ

韓国・朝鮮語Ⅲ

フランス語Ⅳ

上級日本語Ⅰ 　全学共通教育科目「アカデミック日本
語」Ⅰ～Ⅳを履修していること。上級日本語Ⅱ

ドイツ語Ⅱ

ドイツ語Ⅲ

ドイツ語Ⅳ

フランス語Ⅰ

フランス語Ⅱ

フランス語Ⅲ

英語Ⅷ(Seminar)

中国語Ⅰ

中国語Ⅱ

中国語Ⅲ

中国語Ⅳ

中国語Ⅴ

海外研修Ⅱ

学
　
科
　
専
　
門
　
科
　
目

学
　
科
　
専
　
門
　
外
　
国
　
語

英語Ⅰ(Global CommunicationⅠ)

英語Ⅱ(Critical Reading Ⅰ)

英語Ⅲ(Global CommunicationⅡ)

英語Ⅳ(Critical Reading Ⅱ)

英語Ⅴ(PresentationⅠ)

英語Ⅵ(Cross-Cultural Studies)

英語Ⅶ(PresentationⅡ)

韓国・朝鮮語Ⅳ

韓国・朝鮮語Ⅴ

韓国・朝鮮語Ⅵ

韓国・朝鮮語Ⅶ

韓国・朝鮮語Ⅷ

ドイツ語Ⅰ

中国語Ⅵ

中国語Ⅶ

教養ゼミナール

広
島
と
世
界

県大生として学ぶ広島と世界

地域の理解

地域情報発信論

ボランティア活動

異文化としての日本

留学生と学ぶ広島

宮島観光学入門(英語)

海外研修Ⅰ

自
然
系

基礎数学

統計学

物質科学

生活化学

生命科学

地球科学

日本語表現

社
会
系

法学

日本国憲法

経済学

社会学

人権論

文化人類学

アカデミック日本語は
留学生のみ履修可

アカデミック日本語Ⅱ

アカデミック日本語Ⅲ

アカデミック日本語Ⅳ

情
報

情報リテラシー

情報リテラシー演習

ＩＴパスポート検定

○

授
　
　
業
　
　
科
　
　
目
　
　
の
　
　
概
　
　
要

全
　
学
　
共
　
通
　
教
　
育
　
科
　
目

初年次
導入 大学基礎セミナー

基
盤

外
国
語

アカデミック日本語Ⅰ

保
健
体
育

体育実技Ⅰ

体育実技Ⅱ

保健体育理論

キ

ャ
リ
ア

キャリアデベロップメント

キャリアビジョン

インターンシップ

ライフデザイン

教
　
　
養

人
文
系

哲学

倫理学

心理学

歴史学

文学

教育学

□　人間文化学部国際文化学科　(平成３１年度入学生用)

授　業　科　目　の　名　称
配当
年次

前後期別 単位数 授業
時間数 担当教員(　　)は学外講師 備　考

人間文化学部国際文化学科

基
盤
・
キ
ャ
リ
ア
・
教
養
・
広
島
と
世
界
か
ら
７
単
位
以
上
修
得
。

※

こ
の
他
1
8
ペ
ー
ジ
に
記
載
の
も
の
も
自
由
選
択
科
目
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。



□　人間文化学部国際文化学科(平成３１年度入学生用)

前期 後期 必修 選択

1 ○ 2 30 学科教員

1 ○ 2 30 学科教員

1 ○ 2 30 (山本貴) 理

1 ○ 2 30 (澤田結) 理

1 ○ 2 30 (酒川) 理

1 ○ 2 30 (酒川) 理

2 ○ 2 30 学科教員 文

3 ○ 2 30 (ウェバー),西本寮 文

1 ○ 2 30 (原理) 理

1 ○ 2 30 岡本弘 理

2 ○ 2 30 (柳生) 理

2 ○ 2 30 (原理) 理

1 ○ 2 30 (式部) 理

2 ○ 2 30 植村 理 　6単位以上

1 ○ 2 30 富田和 理 　修得

1 ○ 2 30 (今田) 言

3 ○ 2 30 小川俊 言

2 ○ 2 30 小川吉 理

3 ○ 2 30 小川吉 理

3 ○ 2 30 小川吉 理

2 ○ 2 30 小川吉 理

2 ○ 2 30 向居 理

3 ○ 2 30 向居 理

3 ○ 2 30 向居 理

2 ○ 2 30 ローゼン 理

3 ○ 2 30 ローゼン 理

3 ○ 2 30 ローゼン 理

2 ○ 2 30 ローゼン 理

2 ○ 2 30 小平 理

3 ○ 2 30 小平 理

3 ○ 2 30 小平 理

2 ○ 2 30 小平 理

2 ○ 2 30 (井内) 文

2 ○ 2 30 吉本 文

3 ○ 2 30 吉本 文

3 ○ 2 30 吉本 文

2 ○ 2 30 吉本 文

2 ○ 2 30 栗原 文

3 ○ 2 30 栗原 文

3 ○ 2 30 栗原 文

2 ○ 2 30 天野 文

3 ○ 2 30 天野 文

3 ○ 2 30 天野 文

2 ○ 2 30 天野 文

2 ○ 2 30 船津晶 言

3 ○ 2 30 船津晶 言

3 ○ 2 30 船津晶 言

2 ○ 2 30 船津晶 言

2 ○ 2 30 (西原) 言

3 ○ 2 30 (西原) 言

3 ○ 2 30 (西原) 言

2 ○ 2 30 (高橋渡) 文

3 ○ 2 30 (高橋渡) 文

3 ○ 2 30 (高橋渡) 文

2 ○ 2 30 (高橋渡) 文

2 ○ 2 30 栗原 文

1 認定 認定 1 言

1 認定 認定 1 言

1 認定 認定 2 言

2 ○ 1 30 (福元) 言

2 ○ 1 30 (福元) 言

3 ○ 2 30 (西原) 言

3 ○ 2 30 (岩井) 言

3 ○ 2 30 栗原 言

3 ○ 1 30 ローゼン 言

3 ○ 1 30 (リー) 言

4 ○ 1 30 ローゼン 言

4 ○ 1 30 (リー) 言

自然地理学

人文地理学

地誌学

宮島学

宮島観光学(英語)

政治学

副専攻 備　考

人間文化学部国際文化学科

学
科

基
礎

国際文化学概説

国際文化学入門

学
　
科
　
共
　
通
　
専
　
門
　
科
　
目

宗教学

授　業　科　目　の　名　称
配当
年次

前後期別 単位数 授業
時間
数

担当教員(　)は学外講師

言語学

社会言語学

思想文化論

思想文化論基礎演習

思想文化論演習

国際関係史論

国際法

国際政治論

国際経済論

国際教育協力論

比較社会論

米国史論(西洋史)

米国史論基礎演習

米国史論演習

米国史論特論

英国史論特論

英国社会文化論

思想文化論特論

人間心理論

人間心理論基礎演習

人間心理論演習

英米地域論

英米地域論基礎演習

英米地域論演習

英米地域論特論

英米文化史論

英米文化史論基礎演習

英米文化史論演習

英米文化史論特論

英語文化論(英語学概論)

英語文化論基礎演習

主専攻プログラ
ム「英米文化」
「日本文化」
「東アジア文
化」から１つを
選び，30単位以
上を修得

英国社会文化論基礎演習

英国社会文化論演習

英国社会文化論特論

米国社会文化論

米国社会文化論基礎演習

米国社会文化論演習

※を付した科目
は，その言語を
母語とする者が
受講することは
できない。

外国語検定(英語)Ⅱ※

外国語検定(英語)Ⅲ※

メディア・イングリッシュ

英語文化論演習

英語音声学特論

英語表現論

英語表現論基礎演習

英語表現論演習

英米文学論

検定英語演習※

英文法

英語コミュニケーション

ディベート・プレゼンテーション

Intensive English Ⅰ※

Intensive English Ⅱ※

英米文学論基礎演習

英米文学論演習

英米文学論特論Ａ

英米文学論特論Ｂ

外国語検定(英語)Ⅰ※

Intensive English Ⅲ※

Intensive English Ⅳ※

主
　
専
　
攻
　
プ
　
ロ
　
グ
　
ラ
　
ム

英
　
米
　
文
　
化

授
　
業
　
科
　
目
　
の
　
概
　
要

学
　
科
　
専
　
門
　
科
　
目

　4単位修得



□　人間文化学部国際文化学科(平成３１年度入学生用)

前期 後期 必修 選択
副専攻 備　考

人間文化学部国際文化学科

授　業　科　目　の　名　称
配当
年次

前後期別 単位数 授業
時間
数

担当教員(　)は学外講師

2 ○ 2 30 (酒川) 理

3 ○ 2 30 (酒川) 理

3 ○ 2 30 (酒川) 理

2 ○ 2 30 (酒川) 理

2 ○ 2 30 秋山 文

3 ○ 2 30 秋山 文

3 ○ 2 30 秋山 文

2 ○ 2 30 秋山 文

2 ○ 2 30 高松 文

3 ○ 2 30 高松 文

3 ○ 2 30 高松 文

2 ○ 2 30 高松 文

2 ○ 2 30 鈴木康 文

3 ○ 2 30 鈴木康 文

3 ○ 2 30 鈴木康 文

2 ○ 2 30 鈴木康 文

2 ○ 2 30 小川俊 言

3 ○ 2 30 小川俊 言

3 ○ 2 30 小川俊 言

2 ○ 2 30 小川俊 言

2 ○ 2 30 (高永) 言

2 ○ 2 30 西本寮 文

3 ○ 2 30 西本寮 文

3 ○ 2 30 西本寮 文

2 ○ 2 30 西本寮 文

2 ○ 2 30 遠藤 文

2 ○ 2 30 遠藤 文

3 ○ 2 30 遠藤 文

3 ○ 2 30 遠藤 文

2 ○ 2 30 遠藤 文

2 ○ 2 30 高松 文

2 ○ 2 30 栁川 文

2 ○ 2 30 植村 理

3 ○ 2 30 植村 理

3 ○ 2 30 植村 理

2 ○ 2 30 植村 理

2 ○ 2 30 岡本弘 理

3 ○ 2 30 岡本弘 理

3 ○ 2 30 岡本弘 理

2 ○ 2 30 岡本弘 理

2 ○ 2 30 (舩田) 理

2 ○ 2 30 富田和 理

3 ○ 2 30 富田和 理

3 ○ 2 30 富田和 理

2 ○ 2 30 富田和 理

2 ○ 2 30 (津坂) 文

3 ○ 2 30 (津坂) 文

3 ○ 2 30 (津坂) 文

2 ○ 2 30 鄭銀 文

3 ○ 2 30 鄭銀 文

3 ○ 2 30 鄭銀 文

2 ○ 2 30 鄭銀 文

2 ○ 2 30 侯 言

3 ○ 2 30 侯 言

3 ○ 2 30 侯 言

2 ○ 2 30 侯 言

2 ○ 2 30 鄭遇 言

3 ○ 2 30 鄭遇 言

3 ○ 2 30 鄭遇 言

2 ○ 2 30 栁川 文

3 ○ 2 30 栁川 文

3 ○ 2 30 栁川 文

1 認定 認定 1 言

1 認定 認定 1 言

1 認定 認定 2 言

1 認定 認定 1 言

1 認定 認定 1 言

1 認定 認定 2 言

3 ○ 1 30 植村 言

3 ○ 1 30 侯 言

3 ○ 1 30 鄭銀 言

3 ○ 1 30 鄭遇 言

授
　
業
　
科
　
目
　
の
　
概
　
要

学
　
科
　
専
　
門
　
科
　
目

主
　
専
　
攻
　
プ
　
ロ
　
グ
　
ラ
　
ム

日
　
本
　
文
　
化

日本地域論

日本地域論基礎演習

日本地域論演習

日本地域論特論

日本文学論基礎演習

日本文学論演習

日本文学論特論Ａ

日本文学論特論Ｂ

日本語表象論

日本語表象論基礎演習

日本語文化論(日本語学)

日本語文化論基礎演習

日本語文化論演習

日本語文化論特論Ａ

主専攻プログラ
ム「英米文化」
「日本文化」
「東アジア文
化」から１つを
選び，30単位以
上を修得

日本文化論演習

日本文化論特論

日本文化史論(日本文化史)

日本文化史論基礎演習

日本文化史論演習

日本文化史論特論

日本地域史論(日本史)

日本地域史論基礎演習

日本地域史論演習

日本地域史論特論

日本文化論

日本文化論基礎演習

東
ア
ジ
ア
文
化

東アジア社会論

東アジア社会論基礎演習

東アジア社会論演習

東アジア社会論特論

東アジア地域史論(東洋史)

中国語文化論基礎演習

中国語文化論演習

中日対照言語学

韓国・朝鮮語文化論

韓国・朝鮮語文化論基礎演習

韓国・朝鮮語文化論演習

東アジア文学論(中国文学)

東アジア文学論基礎演習

東アジア文学論演習

外国語検定(中国語)Ⅰ※

上級韓国･朝鮮語Ⅱ

中国語文化論

東アジア社会文化論演習

東アジア社会文化論特論

東アジア文化史論

日本語文化論特論Ｂ(日本語音声学)

日本文学論(国文学)

日本語表象論演習

日本語表象論特論

書誌学特論

日中比較文学論

東アジア比較文化論基礎演習

東アジア比較文化論演習

東アジア比較文化論特論

東アジア地域史論基礎演習

東アジア地域史論演習

東アジア地域史論特論Ａ

東アジア地域史論特論Ｂ

東アジア社会文化論

東アジア社会文化論基礎演習

※を付した科目
は，その言語を
母語とする者が
受講することは
できない。

外国語検定(中国語)Ⅱ※

外国語検定(中国語)Ⅲ※

外国語検定(韓国･朝鮮語)Ⅰ※

外国語検定(韓国･朝鮮語)Ⅱ※

外国語検定(韓国･朝鮮語)Ⅲ※

上級中国語Ⅰ

上級中国語Ⅱ

上級韓国･朝鮮語Ⅰ

主専攻プログラ
ム「英米文化」
「日本文化」
「東アジア文
化」から１つを
選び，30単位以
上を修得

東アジア文化史論基礎演習

東アジア文化史論演習

東アジア比較文化論



□　人間文化学部国際文化学科(平成３１年度入学生用)

前期 後期 必修 選択
副専攻 備　考

人間文化学部国際文化学科

授　業　科　目　の　名　称
配当
年次

前後期別 単位数 授業
時間
数

担当教員(　)は学外講師

2 ○ 2 30 (日比野)

2 ○ 2 30 岡田高

2 ○ 2 30 (式部)

1 ○ 2 30 富田和

2 ○ 2 30 鈴木康

2 ○ 2 30 (天野か) 集中講義

2 ○ 2 30 鈴木康

2 ○ 2 30 秋山

3 ○ 2 30 大知

3 ○ 2 30 大知

3 ○ 2 30 秋山

3 ○ 2 30 小川仁

4 ○ 3 90 鈴木康，大知

2 ○ 2 30 中石

2 ○ 2 30 中石

3 ○ 2 30 中石

2 ○ 2 30 (家村)

4 ○ 2 30 学科教員

4 ○ 2 30 学科教員 ８単位修得

4 4 学科教員

２．主専攻プログラムは，「英米文化」「日本文化」「東アジア文化」の中から，いずれか１つを選択し，

　　30単位以上を修得すること。

「人間理解・国際理解」(理)，「比較文化」(文)，「比較言語」(言)の中から選んで履修することができる。

　　副専攻プログラムの認定に必要な最低単位数は，30単位とする。

　　そのうち，10単位以上は，選択した主専攻プログラム以外の科目から修得すること。

教職免許についてはp.27，p.176～213を，学芸員の資格についてはp.214を参照。

日本語教員養成課程についてはp.215を参照。

異文化間コミュニケーション認定プログラムについてはp.229を参照。

◎卒業要件 p.6を参照。

１．学則に定められた修業年限を満たし，卒業必要単位を修得していること。

２．学科の科目区分ごとに，所定の単位を修得していること。

３．学科専門科目においては，一連の“○○論”“○○基礎演習”“○○演習”の３科目を１組とした

　　セット科目を３組以上履修すること。

◎履修上の留意事項
１．「学科専門科目」の「選択科目」90単位は，科目区分ごとに定められた必要最低単位数(合計48単位)に加えて，

　　「学科専門外国語」「学科共通専門科目」「主専攻プログラム」「関連科目」から選択して42単位を修得する。

２．自由選択科目(p.18を参照)とは，他学部他学科の専門科目，教育ネットワーク中国の科目(p.231を参照)，海外の協定

　　大学の科目(単位互換的扱い)をいい，最大10単位までを「選択科目」に含めることができる。

　　ただし，国際文化学科の専門科目と関わる内容であることが条件となる。

３．「学科専門外国語」の履修については以下のとおりである。

 　①12単位以上を履修すること。

　 　ただし，「英語」「中国語」「韓国･朝鮮語」から1言語8単位をいわゆる第一外国語として履修し，

 　　さらに第一外国語で選択した以外の5言語から1言語4単位をいわゆる第二外国語として履修する。

　 ②「中国語」「韓国･朝鮮語」を第二外国語として履修する場合，

 　　「ドイツ語」や「フランス語」と同様に２年間かけてもよいし，１年間で集中的に履修してもよい。

　　 ２年間で学ぶ場合は，会話を中心とするⅠ・Ⅲ・Ⅴ・Ⅶの履修を基本とする。

     １年間で学ぶ場合は，会話を中心とするⅠ・Ⅲと，文法や読解を中心とするⅡ・Ⅳを履修する。

 　③英語をいわゆる第二外国語4単位として履修する場合は，Ⅰ―Ⅷのいずれの組み合わせでもよい。

 　④母語をいわゆる第一外国語として履修することはできない。

◎卒業論文の履修について
１．学科共通専門科目，主専攻プログラムに配された，一連の“○○論”，“○○基礎演習”，“○○演習”の３科目

を１組とするセット科目を，３組以上履修すること。

２．３組以上のセット科目のうち，２組以上は主専攻プログラムの中から選択するものとする。

３．卒業論文の指導教員は，主専攻プログラム，または副専攻プログラムとして履修したセット科目の担当教員とする。

◎卒業論文に関する手続き
平成31年度の手続きについては，p.36を参照。

授
　
業
　
科
　
目
　
の
　
概
　
要

学
　
科
　
専
　
門
　
科
　
目

関
　
連
　
科
　
目

書道・書写

法学概論

博物館展示論

博物館資料保存論

博物館教育論

博物館情報・メディア論

博物館実習

日本語教育学

経済学概論

基礎社会学

博物館概論

生涯学習概論

博物館経営論

博物館資料論

○

【主専攻プログラムと副専攻プログラム】
１．体系的な学修を保証するため，３つの主専攻プログラムと３つの副専攻プログラムを設ける。

３．副専攻プログラムは，学科共通専門科目，及び主専攻プログラムの科目を横断的に学修するもので，

日本語教授法

日本語教育実習

日本語・日本事情

卒業論文演習Ⅰ

卒業論文演習Ⅱ

卒業論文



人間文化学部国際文化学科　教育職員免許科目(平成３１年度入学生用)

前期 後期 必修 選択

1 ○ 2 30 （中村勝）

1 ○ 2 30 藤井宣

2 ○ 2 30 向居

2 ○ 2 30 藤井宣

2 ○ 2 30 （大橋）

3 ○ 1 30 （平田）

3 ○ 2 30 （宮里） 　中学一種のみ

3 ○ 2 30 （大橋）

3 ○ 2 30 （山田浩）

3 ○ 2 30 （深澤）

2 ○ 2 30 坪田

3 ○ 2 30 （森田裕）

2 ○ 2 30 (谷口)

3 ○ 2 30 (谷口)

3 ○ 2 30 門戸

3 ○ 2 30 門戸

2 ○ 2 30 (永田)

3 ○ 2 30 (胤森)

3 ○ 2 30 (湯浅)

3 ○ 2 30 (高田)

2 ○ 2 30 馬本

3 ○ 2 30 馬本

3 ○ 2 30 (山岡大)

3 ○ 2 30 (山岡大)

4 ○ 1 15 向居

4 ○ 2 60 向居

4 ○ 2 60 向居

4 ○ 2 30 門戸

3 2 50 向居 　講義10時間，実習40時間

2～4 ○ 2 30 岡田高 　全学共通教育科目

3 ○ 2 30 （宮里） 　高校一種のみ

※　教科又は教職に関する科目

・人権論を除く教職に関する科目及び教科又は教職に関する科目は，卒業単位１２４単位以外となる。

・道徳教育論は，中学一種の免許では教職に関する科目に，高校一種の免許では教科又は教職に関する科目に区分される。

教育方法学

生徒・進路指導論

教育相談

備　考

大学が独自
に設定する
科目

教育の基礎
的理解に関
する科目

教職入門

教育学概論

教育心理学

前後期別 単位数 授業
時間
数

担当教員
(　)は学外講師

○

英語科教育法Ⅱ

英語科教育法Ⅲ

英語科教育法Ⅳ

教育実践に
関する科目

教育実習指導

教育実習Ⅰ

教育実習Ⅱ

教職実践演習（中・高）

教科及び教
科の指導法
に関する科
目

国語科教育法Ⅰ

国語科教育法Ⅱ

国語科教育法Ⅲ

国語科教育法Ⅳ

社会科・地理歴史科教育法Ⅰ

社会科・公民科教育法Ⅰ

介護等体験

人権論　

道徳教育論

配当
年次

授　業　科　目　の　名　称

授
　
　
業
　
　
科
　
　
目
　
　
の
　
　
概
　
　
要

社会科・地理歴史科教育法Ⅱ

社会科・公民科教育法Ⅱ

英語科教育法Ⅰ

教育社会学

教育課程論

特別支援教育

道徳，総合
的な学習の
時間等の指
導法及び生
徒指導，教
育相談等に
関する科目

道徳教育論

総合的な学習の時間の指導法

特別活動論
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